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ポリオ不活化ワクチンの早急な導入等を求める意見書 
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ポリオ不活化ワクチンの早急な導入等を求める意見書 

 近年、予防接種行政において、ヒブワクチン、子宮頸がんワクチン等の接種

が国の責任において実施され、子どもたちが無料で受けられるようになったこ

とは、住民の福祉と健康の増進に直接責任を負う自治体として大変歓迎するも

のです。 

 しかし、我が国の予防接種行政は、先進国の中でも遅れた状態にあります。

とりわけ、かつて大流行したポリオの予防接種に、いまだ生ワクチンが使用さ

れており、国内では生ワクチンの接種が原因のポリオ患者が年に数人発生して

います。また、生ワクチンの接種は人体内でウイルスが変異を起こし、強毒化

する危険も指摘され、免疫獲得率の低い世代が親になって、我が子からの感染

も懸念されていることに対し、一日も早い改善を求めるものです。 

 厚生労働省は来年度からのポリオ不活化ワクチンを導入する見通しを示され

ましたが、来年度の実施を待っていては、生ワクチン接種による患者の発生は



防げないことになってしまいます。未来を担う子どもたちが、ポリオによる障

がいを負ってはならないと考えます。 

つきましては、本議会は、国会及び政府に対して下記事項について強く求め

るものです。 

記 
 
１ 予防接種におけるポリオ不活化ワクチンは、来年度を待つことなく早急に

導入してください。 
 
２ ポリオ不活化ワクチンの生産体制が整うまでは、緊急輸入により対応して

ください。 
 

 以上、地方自治法第 99 条の規定により、意見書を提出する。 

 

平成 23 年９月 22 日 
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